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駅前蕗届街の今と昔
一二つの商唐街のフィールドワークを中心にー
棟競※
ーはじめに
今日はいわゆる都市民俗学とは、単に都市部で調査がなされたというのではなく、そこに都市
の特質ゃあり方との関連を志向しようとするものである。たしかに都市というフィールドはいわ
ゆる民俗の古型を求めるのには適していない(福田アジオ・宮田登1995)。だから、郷土研究だ
けでなく、都市民俗研究を行う時でも、日本人の独特な感性・習慣・意識を配慮しながら、日常
的生活規範と人間関係のあり方から分析することは重要だと考えられる。今まで、十分に取り組
めなかった諸点や、現代化の都市生活の中でさまざま起している都市民俗の問題を、「地域振興・
再生j、「町づくりと活性化J、「文化の伝承-再創造Jなどをキータームにして調査研究に取り組
んでいきたし'0
商Jd街に関する研究は、高科や経営学や社会学専門の学者の著書が多いようだけど、民俗学や
人類学の立場から商j苫街を研究しているものは少ないのだ。塚原伸治氏が書いた『経営戦略とし
ての「伝統j一地方都市小売業における伝統的商慣行の選択-J(塚原伸治氏2010)に民俗学の
視点から家族関の関係や顧客との日常的な付き合い、あるいはその他の社会関係に自を配ってい
る。ただし、経営学にとってエスノグラフィック・アプローチというのはオーソドックスな手法
になっているので、商庖街の民族誌はすでにいくつか書かれている。もともとエスノグラフイー
を書くことを得意としているはずの民俗学や人類学が、あとからエスノグラフイーを取り入れた
はずの、経営学やマーケティング研究に大きく遅れをとっているのは事実のようだ。
mが立っところは神聖な場所で、たとえば古くから、虹が立っと、必ずそこに市を立てなけれ
ばならないという習慣があった(網野善彦 2000)。市は市神という市の守護神がいるように、交
易の原初的な性格から見える宗教的な要素が多分に含まれている。現代の商庖街の年間イベント
スケジュー jレの中で、「六の市J.大道芸・お神輿巡行などの宗教的風習がまだ根強く残っている。
民俗を発見する場が、従来農村.l1村-漁村という生業のはっきりした地域社会に求められてい
たことは確かである。それに対して都市社会は、日常生活を支えている母体が余りにも流動的で、
あり、伝承されていく際の基盤に欠けているという前提があって、民俗調査はやり難いものと判
断されてきたと宮田登氏が指摘したが、都市のお祭り、ないし商Jd街のお祭りやフェスタから都
※壁南大学外国語学部准教授、神奈川大学大学院歴史民俗資科学研究科研究員
?
市民俗の様相が少しでも伺えるだろう。
一方、住宅地の郊外化や、市民の生活スタイル・意識の変化によって、商庖街は全体的に衰退
へ向かう傾向がある。また、バブル崩壊の時はもちろん、 2008年に起きたリーマンショックは
日本のほとんどの産業・業種にその影響を及ぼし、商庖街も例外ではなく、さらに苦境に立たさ
れることになった。 2009年の 1年間で、日本全国で 400の商f苫街が消滅したと言われている。
これらの商庖街はただ消えただけではなく、庶民の生活史も破壊されたと考える。ショッピング
センターが林立するモー jレ化する都市の中で、溜j苫街は如何に地域固有の特性で、ある風土や歴史
を生かして生き残るのか、更に地域のまちづくりと活性化につながる新しいスタイルの商活街に
変身することができるかどうかも、これからの大きな課題と言えるだろう。
今回の調査地として、地域に密着している歴史が古い、立つ大学と連携している駅前型の六角
橋商庖街と元住吉・オズ通り商庖街に絞っている。
六角橋高庖街(横浜市神奈川区)は横浜橋通商庖街、洪福寺松原商f苫街、大口通り商庖街と並
んで、横浜田大大蕗庖街 (i三大j、「二大Jとも諸説があって、厳密に定義できない民間の説で
ある)と呼ばれているが、神大に近いので若者が多く足踏みをしているところであり、戦後の復
興期の麗影が残される細いアーケードに昔ながらの乾物屋さんや肉屋さんなどがあって、映画や
テレビ、 CMなどのロケにもよく使われているところから、調査地に選定した。
元住吉商庖街(JI崎市中原区)は向じく東急東横線ができた時に生まれた古い商庖街であるが、
地域活性化のために有名なキャラクターのオズの名を借りて、オズ通り商庖街という名称に改称
した。多様の活動の取り組みで、 2013年の 1月に神奈川県公益社団法人函連かながわによる「か
ながわ商活街準大賞J(元町高庖街に次く¥神奈川県内 449商j苫街の中 9団体のーっとして選ば
れた)を、そして 2013年 11月に、「子ども若者育成-子育て支援功労者jとして担当大臣表彰
を受賞した。その取り組みに注目し、調査地に選定した。
二、調査地である商庖街の概況
1 .六角矯高j吉街
昭和 2年、城郷村大字六角橋から横浜市に編入し六角橋町となる。 I日網島街道は古くから小杭
一神奈川宿間の街道筋であり、付近の農村から農産物や生糸(きいと)が横浜方面に運ばれるた
め、農家相手の溜庖が多くあった。東急東横線の開通によって徐々に庖舗が集まってきて、昭和
26年頃まで規模のある商j苫街の形は出来てきた。アーケード街(I日仲見世)は戦時中道路揺を
広げたが、終戦の為、その跡、に現在の商庖街が生まれました。戦後すぐにバラックが集まる鶴市
として発展し、現在の商庄街の形となっていった。かつては横浜市電六角橋線(路面電車)が横
浜上麻生線(かみあさおせん)上を走っており、多くの買い物客で、賑っていた。昭和 43年まで
市電の終点(六角橋交差点付近で、現在の六角橋一了目 1番に切符売り場があった)でしたので、
商庖街も当時の横浜で一、二争ってとても繁盛した。
横浜市営地下鉄ブルーラインは当初、六角橋の住宅街地下を通り横浜駅と新横浜駅をほぼ藍線
で結ぶはずであった。しかし反対運動で現在の三ツ沢 片倉廻りのルートに変更され、六角橋は
通らなくなった。その後は全国的な商庖街衰退の波に逆らえず、 2J苫舗あったスーパーマーケッ
トのうち「キヌヤスーパー」が撤退し、「ピーコックストアJのみとなった。 2つあった映函館 (1白
鳥座J1紅座J)もなくなった。
現在、六角橋商}~街は東急東横線白楽釈の南西、!日未向島街道に架かるふれあいのまちのアーチ
!前六角橋商応街大通りの約 300mの両但IJと、並行するアーケードふれあい通り(小路、!日仲見世)
とファミリ一通りの入口までの約 160J苫舗で成り立っています。神奈川大学から白楽駅に至る!日
網島街道は車が通れる道路だが、商}苫街を訪れる人と学生の往来が激しいうえ道i隔が狭いため歩
行者天国状態である。すれ違うのがやっとの「仲見世通り」の両側に、パン屋、雑貨屋、総菜屋、
肉屋、魚屋、八百屋、天ぷら屋、おもちゃ屋など、どこの商居街にもある定番の庖から、今では
あまり見かけられなくなった乾物屋、金物屋、呉服屋、下駄屋、草履屋、骨董品屋などが所狭し
と並んでいる。商庖街でただ一つ残った「ピーコックストアJは2008年5月末から改装工事に
入り、一時は高j吉街にスーパーが lつも無いという事態になったが、 2009年 11月に再オープン
した。
六角橋高J~街は六角橋商業協同組合、六角橋中央会、六角橋高和会、六角橋興和会の 4 商)苫会
で連合会を構成し、六角橋商j苫街連合会組織によって運営され、販売促進などの数々のイベント
を企画し、商庖街自身の収益事業も展開している。現在、六角橋商j吉街連合会は役員 14名、販
促部会・防災部会・ふれあいのまち通り照明部会に組織されている。連合会の役員は 60歳前後で、
商庖街組織にあっては比較的に若い。商庖街のおかみさんの会「元気かいJは連合会活動に参画
するとともに、手作りの料理をよく披露する。商高街の若者はネットで閲覧できる f六角橋高庖
街ふれあいまちづくり通信jの作成に関わるなど、日頃から商庖街活動には若手が参画し、世代
交代の流れは醸生されている。
2. モトスミ・オズ通り諮j吉街
渋谷、横浜からいずれも約 20分、東急東横線元住吉は日吉と武蔵小杉に間にある。通称はモ
トスミであるが、元住吉という地名自体はなく、駅周辺の住所は)1崎市中原区木月だという。か
つては線路脇にある住吉神社にちなみ、住吉村という地名があったそうだが、大正末期に中原町
と合併、地名は無くなった。その後に駅名は元、住吉だったとの意で元住吉となったが、地名と
しての元住吉はない。
線路を挟んで東西に伸びる 2つの商庖街がある。東急東横線・元住吉駅東口より出てすぐ始ま
る商庖街はオズ通り商庖街だ。こちらは昭和 25年頃から商庖街としてあったそうで、オズ通り
商庖街という名称になったのは平成4年だという。映画などで有名なオズの魔法使いにちなんだ
名称だ。西側の蕗底街が平成元年、舗道などのモール化完成にちなんでプレーメン通りという名
称になったことを受けて、多くの人が知っている名称をという要望から生まれたものだ。
オズ通り商庖街の歴史は戦後の関市に始まり、昭和 25年頃から形になったが、古くからこの
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地で商売を営んでいる庖が多い。現在、高j苫街で加盟する商}苫は 117応である。駅前立地という
こともあり、飲食・サービス業の庖・その他事務所なとごの業務j苫の構成比が全体の半数以上を占
めている。近年、複数庖舗展開するチェーン庖の支庖の数は増大傾向にあるものの、 4割程度に
とどまっている。精肉庖-鮮魚庖-青果庖の生鮮三品の業種の揃いは維持され、地域内の日常の
買い物の場としての機能は失っていない。
しかしながら、平成 18年度以降、商庖街を取り巻く環境は大きく変化しつつある。その一つ
が東横線の高架化である。元住吉には車両の車庫があり、そのため回送電車や始発電車の出入り
が多く、踏切によって、駅西口の街区と分断されている状況にあったが、工事完成により東西の
行き来が楽になった。生鮮三品業-食品スーパーなどを中心に強い集客力を発揮している、!択の
西側には約 180庖で構成されるモトスミ・プレーメン通り商j苫街は、より身近なライバルみたい
な存在になってきた。
一方、武蔵小杉駅j詩辺からオズ通り商庖街までは、自転車で 10分程度の距離にあり、元住吉
駅周辺のまちづくり・商庖街活性化への取り組みが今後の高j町長に盛衰を左右する現状となって
いるといえる。
モトスミ・オズ通り商庖街張興組合は現在役員 15入、施設管理部・事業部・総務部・財務部・
会員部・共済保険部等に組織されている。役員は 60 代後半~ 70代の方が多く、高齢化が進んで
いる。
三、商高街の実態調査
1、六角矯商j吉街
①六角橋商庖街の運営情況
約十数年前に、新横浜、横浜西口、東神奈川にショッピングセンターが相次いでできて一時お
客が商庖街に足を運ばなくなり、また商店主の高齢化などによって廃業した空き居舗が多数出て
きて、商庖街のふれあい通りはシャッタ一通りになった状態だった。蕗)苫街は空き庖舗対策など
に悩み、再開発に踏み切ろうとしたが、「商底街でタイやソウルのナイトマーケットを開けない
かJ と考え出し、話題になった。商庖街の庖舗は大体夜 7 時~7 時半には関庖してしまうので、
その届先を貸して、フリーマーケットを開催した。以降、もっと多くの人に知ってもらいたい、
リピーターを増やしたいという狙いで、色々な年間販売促進活動-イベントを企画した。例えば、
2009年に横浜開港 150周年を記念するため、開催されたイベントである。山形県新庄市南本町
商店街が庖先に 100円の商品を出して、お客を呼び込むために始めた 1100円高庖街jというイ
ベントにあやかつて、 150円均一の商品やサービスを提供する。その以降、 1150円セールjは定
番になっている。毎年の 4月から 10月までの毎月第3土曜日の夜には[ドッキリヤミ市場Jが
開催される。これは、地元の神奈川大学の学生と協力して開催しているもので、関居後の商庖街
を有効活用し、フリーマーケットやライブが行われている。他にも、毎月 6日に「六の市」、春
には「春のドッキリ市J、夏には「サマーセールJ1大道芸まつりj、プロレス団体大日本プロレ
スによる高!苫街デスマッチ、秋には「秋のドッキ 1)市JIハロウィンj、冬には「クリスマスセ-
)v Jと、年中催し物を開いている。
そして、商庖街運営の財源として、商}苫街事務局のそばにある敷地の一部で¥駐車場を運営した
り、 4つの空き庖舗を買い上げて運営したりしている(庖の内容はその時々に応じて決めている
が、今はパンやケーキなどの食べ物を扱う!苫を募集している)。
また、地主とのコミュニケーションをはかりつつ、 j苫舗の業種構成に携わっていく態勢を取っ
ていることも商庖街のもっとも重要な役割となっている。
そのきっかけで、再開発に取り残された街は改善に向かい空き庖舗がなくなり、近隣の商}苫街
として、地域住民・大学とともに歩んできた。廃業した庖が出てきても、まもなく借りたいとい
うオファーカf入るようになっている。
0すぺーすろっかく
2003年2月に関庖した。一階ではミニギャラリーのような空間で、アクセサリー・ビーズ・
編み物-陶芸-紙粘土・アートフラワーなど手作りにこだわりを持った出居者にレンタルボック
スを貸し出している。二階は生涯学習や市民活動グループ(フラ教室、パソコン教室、親子のサ
ロン)をサポートすることを目的として、グループの事務所代行や貸会議室「たまり場」の使用-
活用など、多くの機能を持ち合わせたお庖である。現在、市民活動グループが高志街から委託さ
れボランテイアで運営している。
0大学-行政・専門家などとの連携一一地域まちづくり会議
地域のまちづくり会議を始めたきっかけは次の 2つの理由に挙げられる。
平成 23年8月81ヨに、ふれあい通りの入口に近い}苫舗に火災が発生した。更地になっている
ところは商庖街の裏にある狭いふれあい通りにしか接していていないので、今の法令によって新
しく建築物を建てられなくなった。それだったら高居街にとっても困るので、将来新しく建てる、
くなって建て替えたいお屈のために、尚旦つアーケードの町並みをす、っと残しておこうという
意図を持つことから「建築物等を新築-変更する行為に関するルールJJ街路の使い方やアーケー
ドのっくり方などに関するルールj、「防災・防犯の取り組みに関するルールjを作り始めた。横
浜市との調和が図った結果、例えば、ふれ通りは今!憶が1.8メートルあるが、今後建物を建てる時、
ふれあい通りの中心線から敷地内に後退して、つまり1.35メートルまでセットパックし、 i揺を 2.7
メートルにするルールを作った。
一方、高j苫街の表の大通りから西側の 25メートルの1屈の敷地は昭和初めの頃に、国の計画道
路になったためで、そう決められでもう 60年以ヒ経っただけど、国の決まったことである以上、
「解除してくださいJと言ってもできないのである。その中で、商庖街はどうしょうかとなる時
に、多額の費用を掛けて再開発するよりも、今のこのままの状態でそのレトロ感のある庶民的な、
親しみのあるふれあい通りを活かしてまちづくりをしよう、それで、商庖街のまちづくり活動が始
まったのはもう一つの理由だという。
そこで、六角橋商!苔街連合会では、平成 23年の火災が発生した後、災害に強く魅力ある高庖
-180 -
街をつくるために a将来のビジョン(理想像)b建築物の建て方や高庖運営のルール cルール
運用と防災管理の組織体制づくりを進めている。
六角橋商j苫街連合会は平成 24年 1月に横浜市地域まちづくり推進条例に基づく「地域まちづ
くりグループ」に登録した。現在、神奈川大学建築学部の先生(山室研究室)、横浜市まちづく
りのコンサルタント、区役所区政推進謀、経済局商業振興謀、都市整備局地域まちづくり謀、
NPOがともに参加する定期的な検討会を行っている。さらに、平成25年4丹に、六角橋商)苫街
地区まちづくりルール及び組織は認定された上で、六角橋高!吉街地区まちづくりルール審査委員
会を発足し、販売促進部会・環境整備部会-文化情報教育部会を設置した。六角橋商!苫街地区ま
ちづくりビジョン(案)は以下のように公表されている。
表 l
コンセプト 基本理念
人と人とのふれあいのまち 買物客や商庖間のつながりを大切にしままちづくりの推進
-近隣住民が気軽に安心して買物できる環境づくり
-豊かなコミュニケーションのある通り
. I個性jを大切にした商!苫街づくり
安心安全なまち 日常の防災防犯を徹底した安心まちづくりの推進
-安全な歩行環境づくり
-まちの安全に備える日常のルールを設定
-安全を守る備えを普及
次世代へと受け継がれるまち 古さと新しさを融合させたまちづくりの推進
-レトロなまちの魅力を守り、育て、繋ぐ活動の継続
-若い世代もお年寄りも訪れやすく集まれるまちを目指す
. i歴史あるまちなみの維持と継承
以上、こういったまちづくりの基本理念を実現する活動と取り組みでまちなみの維持と改善、
コミュニケーションの活性化、魅力向上の活動は期待されている。
そのほか、六角橋商庖街は神大とのつながりも深い。以前、大学祭を復活したいと活動してい
た学生たちに機材の貸し出しなどをしたという。それ以来、毎年の神大フェスタに高居街側も出
屈するなどの協力をしている。そして、最初4名だったが、今毎年40名ぐらいの学生さん(神
大フェスタ実行委員会のメンバ一、全員 100人ぐらい)は会場設営のスタッフとして「ドッキリ
ヤミ市Jのお手伝いをし、夏に開催される「蕗j苫街フ。口レスJなどを支えている。
地元だけにとどまらず、高庖街の活性化につながる地域外との連携として、山形県新庄市の商
庖街との交流などもやっている。 2010年の秋、新しい蕗品を開発するため、高j苫街の婦人部は
新庄市南本町で開催された「味覚祭り jに参加した。
②年間活動予定
0 ドッキリヤミ市場 (4 月~ 10月第3土曜)
戦後の「関市」のイメージとは違い、夜のフリーマーケットの意味になる。平成9年 (1997年)
に始まった。参加者は思い思いの商品を庖先に並べ、路上で、はライブパフォーマンス(ジャズバ
ンドなど)やフラメンコショー、タチアンダンス、ベリーダンスなとごがバライティー豊かに開か
れている。!自仲見世通りの衣料品j苫もヤミ市で焼きそば、サワーを作ってお客に提供している。
大多数は地元の人々で、テレビ・ラジオ・新聞紙・週刊誌などのマスコミに取り仁げられ評判は
徐々に広まり、神奈川大学の OBも含め今や県内外からもお客が集まるように成ったそうだ。さ
らに、「この商j苫街が面白いなあ」と興味を持ちフリーマーケットをやっていた若者たちの中に、
ここで空きj苫舗を借りて商売を始めた人もいた。
六角橋高庖街名物ドッキ 1)ヤミ市場が、第6田(平成25年)横浜・人-まち・デザイン賞「地
域まちづくり音I~Fむを受賞した。
0プロレス
2010年8月に初めて開催された。そのきっかけは六角橋商庖街ーが中島らも原作の映画「お父
さんのバックドロップJのロケ地として使用され、地元のプロレス団体「大日本プロレスJによ
るプロレスシーンを撮影することになったことである。 8月の「大道芸祭り」と一緒に開催され
ることになっている。チケット代は 2800円で、普通の時の半値になる。商活街だけでなく、地
域住民だけでなく神奈川大学の学生さんも大勢参加しており、 600名以上命の観客を超えた大盛況
だそうである。
。ストリート結婚式
7、8年からストリート結婚式を始めた。友人の提灯行列、鏡開き-振る舞い酒、和太鼓演奏-
ライブ演奏などがあり、以来 3組のカップルが結婚式を挙げた。最初のカップルの新郎はヤミ
市で手伝いに来た神大の OBだった。二回目のカップルの新郎は神奈川県高j苫街連合会の職員で
あった。去年、テレビの番組の中で商庖街で結婚式をやりたいカップルを募集した。 2012年 10
月に、ふれあい通りの空き地にて、商}5街連合会会長が神主となり 3回目の神前結婚式を挙げた。
商)苫街への取材は多数ある。例えば、広報よこはま神奈川区版2011年の 7月号で、神奈川区
内にある地域に密着したサービスを提供しているおの商庖街のーっとして掲載された。 九月、
毎月恒例の『ドッキリヤミ市場』を中止にするなど自粛ムードから支援へ、そして活性化につな
がることができないかと、被災地の野菜や特産物を蔀庖街で販売する f復興支援市jを5月8B、
『横浜‘震災復興支援.. 150 円高j苫街j を 6 月 4 日~ 6 Bに開催したj、支援に取り組む六角橋商
}吉街は横浜FCと連携して「復興支援市で行った、選手のサイン入りユニフォームのチャリティー
抽選会で、子供たちと触れ合うJなどと記されている。
2012年6月9日(土)放送「出没!アド街ック天毘J(テレビ東京)でも、六角橋商庖街が紹
介された。
その他、個人j苫をインタビューすることも含めて、神奈川新問、雑誌などに多数取材されている。
③個人蔀庖の開き取り調査
O佐野平洋品屋
Yさん、三代自。初代のおじいさんはおばあさんと二人で昭和 16年に足袋の専門庖を創業した。
昭和 20年の横浜大空襲まで神奈川通り(江戸時代神奈川宿の宿場町)で何人かの職人を雇って
生地を買ってきて足袋専用のミシンで足袋(季節ごとに正装用、普段用、仕事用)の製造販売を
していた。(戦争中の六角橋は、産撃の爆弾が落ちなかったが、国の方針で白楽の!訳から交差点
までの大通りのお屈が全部壊されて、 l~ に土地を接取された。それは爆弾が落ちた時に、周りに
燃え広がらないようにするためだった。戦後、接取された土地は解除になって、建物を建てても
いいといったので、商庖街をっくり始めた。そして、昭和40年代、仲見世通りはその真ん中にあっ
た生活排水溝(下水道)を埋めて煉瓦で整備した。)
横浜大空襲で神奈川通りのお庖が焼けてしまったので、おじいさんは昭和の 23年に六角橋に
移った。戦後はもう足袋の時代じゃない、靴下を履く洋服の時代に入ったので、洋品}苫を開業し
た。それでも足袋はまだいくら置いてあった。今お祭りの時にも、足袋や半纏をよく売り出す。
高度成長期の持、商売繁盛でお父さんはお母さんと朝 8時から夜 11まで商売をしていた。夜で
もお客がいっぱい来たという。当時の商庖街にパチンコ屋や映函館があって、すごく賑わってい
た。
Yさんからのお話から見つかった問題点は以下のように挙げられる。
3.昭和初めの頃までは、片倉や羽沢などの農家の人は生産した野菜とか生糸を馬車か牛車に
積んで六角橋を通って、神奈川通りの方へ運んで、そしてそういったものを積んで横浜港から輸
出したという。→いわゆる六角橋は運行路線の中間にあるので、当時まだおj苫が少なかったが、
奥のほうの農家の人たちはそこで休んだり、帰りにちょっと買物をしたりして田舎へ帰る、そう
いった中継地点になっていた。
b当時の蕗庖街の会長さんは山梨県から材木を取り寄せて、商売をしたい人たちが集まりお庖
仲見世通りを作った。→だから、仲見世通りは狭いお家をいっぱい作って大勢の人がそこに入っ
て商売ができるようにしたものだ。
c地主から土地を買ってきて建物を建てて商売をしている形もあるし、地主から土地を借りて
建物を建てて商売をしている形もある。また高齢化になってやっていけないお庖は貸し庖舗に
なっているところが多いので、そのお庖を借りて商売をしている人もいる。→貸し庖舗を利用し
ているオーナーは家賃を払わなければいけないので、コストが一番高いo
d.以前あった鰹節屋、貝屋、酒屋などのお庖はだんだん無くなった。魚屋や八百屋や肉屋もず
いぶん少なくなった。→商}苫街のお庖の業種の形態が変わってきている。
0陽月堂薬局
日さんは 3人兄弟の長男で、 3代B。祖父は最初役員として化粧品会社に勤めていたが、当時
まだお薬屋が少なかったので、「東横線と市電が通っている場所(渋谷にも近い)だから、六角
橋はいず、れに栄えるだろうJと思って、昭和 7年にお薬屋を創業した。当時薬種商といって調斉IJ
ができないけど、正露丸やわかもとといったような加工された薬を仕入れて販売したという。戦
時中、陽月堂は焼け残した。商売をするのに、距離制限という規制とあった時代で、あまり競
争相手がなかった。お薬屋の名前はi湯月堂だったが、昭和27年に、法人の会社になった時「石
}京薬局」と変えた。 昭和の時代まで、ずっと薬剤師の母親が2代目として石原薬局を支えた。 3代
!3 になってから、「キュート」というドラッグストア(平成 2 年~ 21年)に変えた。しかし、 20
年前ぐらい前からドラッグストアは業態庖として大きな資本を持たないとやっていけないと分
かった時、処方せん専門の薬局を開くために準備を始めた。 10年ぐらい薬剤姉を育てて、 10年
前に処方せん薬局の if湯月堂薬局j支rgを開設した。そして、 4年前、 ドラッグストアをやめ 5
階建てのピルを新しく建てた。そのピルの 1 階には陽丹堂薬局本庖が設立され、 211皆~5 階にそ
れぞれ違うクリニックが4つある o Hさん自身も薬剤締で、東京理科大学を卒業した。当時の入
学率は 20倍ぐらいだったという。薬局の業務は庖内だけでなく、色々な施設(老人ホームなど)
を思って、そしてお援者さんと面談することが多い。糖尿病を治療する新しい薬と療法も積極的
に取り入れている。最近、耳鼻科や内科などで漢方薬の需要量がすごく増えてきて、漢方薬でし
か効かない病気の治療は注自されている。薬局も医師の指示に合わせて、薬品を揃えなければな
らない。
高校生の息子が一人いるが、薬局関係の商売がだんだん難しくなってきているだろうと Hさ
んは患っているので、~Ijに後継いでくれなくてもいいといっている。
Hさんからのお話から見つかった問題点は以下のように挙げられる。
a ドラッグストアがなかった時代のお薬屋はお薬がメインだったが、化粧品や雑貨も少し置い
ていた。ドラッグストアができてから、お薬(非処方)がメインであるが、化粧品も雑貨も多く
ヨている。→以前異屋のような専門の業種j苫がaまった一方、 ドラッグストアやスーパ一、ホー
ムセンターなどの業態屈がどんどん増えてきた。
b昔個人がやっているコンビニはたくさんあったが、だんだん大手のチェーン庖のコンピ、ニだ
けが生き残したように、「薬局も飽和になっていく、個人庖の薬局がだんだん消滅するだろうJ
と予想される。→個人の薬局は生き残すために、一人ひとりの患者のニーズに応じて漢方薬を選
んであげるような相談型、しかも単価が高い商売の形になるかもしれない。
c日本の保険外の薬は厳しく制限されているので、保険内の薬(全部で何万謹もある。!湯月堂
は2千4百種ぐらい)の取り扱いと混ぜ、てはいけないという。→中国の医師はそれと正反対で、
儲けるために保険外の薬・高い薬ばかり患者に出す。医療保険制度の見直しは急がないといけな
し'0
2、元住吉商底街
①商j苫街の運営情況
モトスミ・オズ通り商店街は平成3年度 (1991年)に法人化し、平成4年度 (1992年)に
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「オズの魔法使いjをテーマにした商庖街のシンボルマークを制定し、平成8年度 (1996年)に
モール化が完成した。完成後は「地域の人々との結びつきJを意識したソフト活動の展開を模索
し、平成 10 年度 (1998 年)~平成 13 年度 (2001 年)まで毎年 8 月にサンバカーニバルを行っ
てきた。こうしたイベントは大きな集客効果はあるものの、その効果が一過性に留まることか
ら、地域交流のイベント「オズ・フェスタ」と名づけたイベントに変更した。平成 18年度 (2006
年)毎年 10月の第 1日曜日に、駅西側のプレーメン通り商庖街の「フライマルクト (Bremer
Freimarkt) Jと向一日に実施するようになった。平成 19年度 (2007年)には東急東横線の開業
50周年を記念して、東急電鉄との連携の下、同社教習所にて「子供運転士体験Jを実施し、こ
れも毎年継続されている。
慶応大学との交流も頻繁になっている。平成 14年 (2002年)に慶耀義塾大学のボランテイア
サークル「ピース・プロダクションjの学生がオズ通り商庖街にバザーへの出品を持ちかけてき
たことから、地域振興と街の発展に関わる交流が始まった。そして、持続的な商庖街の価値作り
を目指して、「異世代間交流jをメーンに地域密着型の交流事業に着手しt.:o
平成 15年度に、「ピース・プロダクションJのメンバーは商庖街の空き庖舗を借用し、託児サー
ビスと寺小屋塾を柱とし、地域住民の憩いの場として提供する「街なかボランテイアピースJと
名づけた事業を始めた。平成 18年に建設業者から地域開発でマンションを建設する計画で、託
児サービスを廃止し、 Ui手なかボランテイアピースJを商底街事務所に移したが、次なる子育て
支援を発足させる必要があった。そこで、携帯電話・携帯メールに子育て情報を発信し、地域
情報や商j苫街情報も伝えるようになってから、平成24年度の時点で「オズ・ファミリークラブ」
に約3000名の会員が集まってきた。そして、会員増加に伴い、より一層の情報機能の強化に取
り組んだ。高j苫街内で"¥iVi-Fiコミュニティーを作り、街角ディスプレイやデジタルサイネージを
設置した。
②年間活動(平成25年度)
Oスタンプラリー
平成 25 年 10 月 7 日~ 10 月 13 日、 11 月 11B~17B 、 12 月 16 日~ 23 Bの間に復興応援サ
ロン(避難家庭なども参加)を開催した。開催日以外、被災地物産の販売(居酒屋は酒類提供、
庖内に被災地支援コーナーを設置して雑貨類等販売など)、飲食j苫の食品提供(東北食材を活用
したメニュー-商品)
Oオズ・フェスタ
平成25年10月6日に開催した。実施内容:元住吉駅改札前広場にて釈内コンサート(住吉中学-
住吉高校)。イベントを盛り上げるために街内パレード(御神輿・サンパ・エイサー隊)。クラウ
ン(ピロエ)が街路上でバルーンアートなどを行うとともに、着ぐるみ「おず、っちょJが地域住
民とのコミュニケーションを図った。親子がふれあい、楽しめる場として遊具などで遊べる f子
ども広場」を街中に設置し、住吉高校生が担当して子供に遊びを提供した。
復興支援関連実施事項:福島物産販売;東北からの避難児童による復興支援カフェ(つながる
場):復興支援募金
O救命士講習会
i萄)苫街の営業時間中などに大震災が起きた場合や、来街者に不調Jjの事態が生じたりした場合な
どを想定し、商応主が即座に対応できる体制jを構築するため、中原消防署との連携によって救命
士講習会を開催した。こうした救命士のいる庖は『安全BOOKJに掲載している。
。小学生の街なか安全教室
教室開催の企画・実施は慶応大学商学部学生が行い、当日もグループに分かれた小学校を大学
生が引率する 7f~で学生と商j苫街の跨を「街なかでの安全確保」を学びながら移動した。この模様
も f安全BOOKJに掲載する。
0地域住民参加による「街なか避難訓練jの開催(平成 25年 l月20B) 
高j苫j誌が立地する地域の木月 2丁目町会と合同で「街なか避難訓練jを実施した。実施にあたっ
ては、中原区役所・中原消防署・中原消防団・中原警察官の協力が得られ参加人数はi町会80名-
商j苫街40名の計 120名。訓練は 2部構成とし第 1部で街なかで、大震災が起きたときに避難場所
の公霞にて防災訓練(消火訓練-起震車体験・心肺蘇生訓練・煙体感テント)を行った。
0荷j苫街安全-安心BOOKの第 1号に引き続き、第2号を発行したo I街なか訓練j、「救命士講
習会J、「小学校の街なか安全教室jなどの状況を掲載するとともに、災害時に役立つ情報として、
川崎市や神奈川県が公表している災害関連情報サイトなど掲載した。さらに、市民記者がデザイ
ンした蕗庖街キャラクター「おず、っちょ」の着ぐるみを制作したことから、このキャラクターの
紹介も行った。
。デジタルサイネージにツイッタ一機能を付加したことで、組合員向けに慶応義塾大学i語学部教
授とゼミ生によるツイッター教室を開催し、組合員からのケイムリーな情報とともに、災害時の
情報も発信可能となった。
③個人商j苫の聞き取り調査
O白洋舎(クリーニング屋)
オーダーの Yさんは 70代の方。お父さんは五男で、長野の田舎(蚕、りんごの農家)から出
稼ぎに来た。 15年間腕を磨いて、洋服仕立て屋を開業した。 2代目は昭和 60年前から洋服屋と
クリーニングの取り次ぎと関連しはじめて(洋服を作ったらクリーニングの密着サービスへ)、
平成 15年までお洋服(メンズがメイン)を作っていた。もちろん長年のお得意さんがいたおか
け?で、そこまで、頑張ってきたが、時代の流れやお得意さんの高齢化でクリーニング屋に変身した。
今のお客は 8割が勤めている、まだ若い世代の女性だ。お屈は土日が一番忙しい。お客は持って
くる服はスーツやワンピースが多い。今多様の機能搭載の洗濯機や品質の洗剤があるのに、お客
は時間がないから自分で洗えるワイシャツやワンピースも持ってくる。
Yさんからのお話から見えた問題点は以下のように挙げられる。
a背広を作ることは当時おしゃれのことだった。旅行へ行く時とか、お正月を迎えるときとか
新しい背広を作っていた。背広はレジャーの日に着ていた。今の「ビジネスJという背広のイメー
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ジと違っている。→民俗の「ハレJの日につながる習慣だった。普段着(仕事着)と晴れ着は逆
転になった。
b公務員が作った年金制度が不平等だ。自営業の人の国民年金がとても低い(自営業で40年
以上働いても、 65歳から満額で丹 6万6千円しかもらえない)。おj苫をやめたくても定休日なし
で長時間働かなければならない人が多い。→一億中流階層だと言われてきた日本でも、社会格差
が目立つ。
c大型庖舗・チェーン庖の進出、インターネットショッピングの普及で競争激しい。→現代市
民特に若い世代の生活スタイルが変わった。
d今お庖をやっている世代は高齢化を迎えているが、少子化で後を継ぐ人はない。→少子化の
中で商庖街の高齢化の問題がさらに悪化。
四、高j吉街まちづくりの現状と問題点
個人商h5の実施調査でやはり近年地域開発などで顧客が大型スーパー・ショッピングセンター
へ流出していることが現実だということが分かった。
今回着手した商庖街倍人商高の調査から溜自主の生活史及び顧客の様子、つまり都市の庶民生
活はー側面でありながら、浮かべてきた。
表2
個人)-;5名 おj古の業種 開業時期] 何代目 後継ぎ問題 開業以来の変化
①矢沢高j苫 金物屋 昭和 6年 2代目 80代で、後継 文房具、学校教材→建築用金物・作
ぎなし 業用工具・家庭用刃物・箆!芸道具
②西)1商広 布団屋 昭和 26年 2代目 60代で、長男 布団作り→西)1のチェーンj苫へ
が3代目予定
①会田商j苫 金物産 戦後すぐ 2代自 80 代で、後継 銃砲、金物→金物、刃物、鍵作りや
ぎなし 修理
④花屋洋品庖 紳士衣 Hj和 2111三 2代目 60 代で、後継 花屋→唐物産→メンズショップ
料品j苫 ぎなし
①佐野平洋品庖 衣料品広 昭和 23年 3代目 60代で、後継 足袋の製造販売→衣料品
ぎなし
⑤i場月堂薬局 処方せん 昭和 7年 3代目 50代で、後継 お薬屋→ドフッグストア→処方せん
薬局 ぎ未定 薬局
⑦マルコシ洋傘 傘屋 昭和 30年 初代 80代で、後継 傘の販売・修理
ぎ未定
③天平堂仏具j苫 仏具届 昭和 39年 2代自 60代で、後継 仏具の販売
ぎなし
①松坂屋 かぱん屋 昭和 22年 2代目 50代で、後継 そば屋→カバン、バッグヘ小物/ネッ
ぎ未定 ト販売
⑮チャカナ 女性雑貨屋 平成20年 貸j苫舗 30代女性 女性用の衣料品、雑貨
。千代田湯 銭湯 昭和 35年 初代 70代で、後継 銭湯
ぎなし
⑫池上青果活 八百屋 昭和 23i:j三 2代目 70代で、後継 野菜
ぎなし
⑬魚手IJ 魚屋 昭和 29年 初代 80代で、後継 魚、の加工-販売
ぎなし
⑬山本間茶庖 茶屋 昭和 23年 初代 80代で、後継 日本茶、のり→日本茶、のり、コー
ぎなし ヒ一、中国茶
⑬劫131:文明 喫茶j苫 平成 19~q三 貸j苫舗i40 代で、後継 コーヒ一、軽食
ぎ未定
⑬まぐろj室 魚屋 HB手IJ48 1'i三 初代 70代で、長男 まぐろ中心の加工-販売
が2代目予定
⑫I~I ~.羊舎 クリーニング 昭和 32年 2代自 70代で、後継 紳士服の制作→クリーニング
ぎなし
⑬i勾のナカノ 肉屋 l昭和 31年 2 f-t l~l 70 代で、後継 牛肉.!J本肉-鶏肉の加工販売
ぎなし
⑬八百文i加古 八回屋 H日和 251'~三 2代目 70代で、長男 野菜・果物の販売
が3代!ヨ予定
⑫いーはとーぶ !喫茶j苫 HB夜J31 1'三2代目 70代で、後継 コーヒ一、軽食
ぎなし
⑫コットン芝垣 裁縫工厨 昭和 33年 2代iヨ70代で、後継 裁縫、布などの販売
ぎなし
⑫サカマ 質屋 昭和 39年 3代自 40代で、後継 ブランド、貴金属、楽器等の買取り・
lぎ未定 販売
表2から見れば、個人居後継者問題は懸念されるだろう。
では、現代における蕗庖街が生き残る理由、あるいは存在する利点はいったい何だろう。一つ
は、世代間の交流にあるだろう。大型居舗は利便性があるが、庖舗1~IJ と顧客の間にほとんど交流
がない。一方商j苫街のお庖はお客と世間話でも色々と対話ができるし、そしてお野菜の食べ方、
お魚の見分け方、道具の使い方などまで積極的に教える機会と場がある。もう一つは顔見知りが
多いということで、安全・安心まちづくりの重要な担い手だと考えられ、大型活舗ができないこ
とをサポートしている。つまり商庖街は商売を超えて、成功すれば生き残る。地域の人々に必要
とされていれば、地域と共存する。
しかし、近くに東急東横線があって六角橋高!苫街やモトスミオズ通りのような駅前型商庖街は
将来的に、残るだろう。東横線は渋谷・横浜・みなとみらいを結ぶ唯一の交通手段である。そし
て、渋谷・武蔵小杉-横浜の駅前再開発によってさらなる将来性が望まれる。跡継ぎはいなくて
も、貸しj苫舗になったりして若い世代が入って、新しい、面白いお庖になる可能性が高い。駅前
商!苫街は生鮮三品がない商庖街になるかもしれないが、滅びていくわけにはいかないだろう。
五、終わりに
時代の流れによって、商庖街側も顧客側(地域住民)も変わってきている。 以前、三食の食材
を買うために、毎日お客さんが商}苫街に来ている風景はもうなくなった。家族構成は大家族から
核家族へ移行してきて、女性もどんどん社会に進出し、大型スーパーやショッピングセンターが
できてから 1週間の食材をまとめて貰う家庭も少なくない。一方、高j苫主や顧客も高齢者が多く
なりつつある。年を取ってお庖をやめてしまう商庖主も多数出たし、もう高齢で商}苫街まで来ら
れない、家に閉じこもっているお年寄りも多くなっている。
だから、商j苫主や住民を含める都市の市民たちは生活環境の変化によってライフスタイルも変
わってきているといえるだろう。以前の業種をやめたお庖にも若い人たちが入ってきて、喫茶活、
アクセサリーとかファッション系のお活が増えたことから、新しい業種に変える傾向が見られ
る。
今後の課題として、高齢者・障害者・子育てli:Jママなどの人々の買い物ができるようにするた
めの工夫をし、例えば米や野菜や調味料など重いものを週一回ぐらい配達する宅配サービスをす
ることも必要だと思われる。電話-携苦-ネットなととの通信手段を使いこなして、 i高j苫街側の総
合的情報発信を磨けばいい。
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両面五! 辺?吾著
『民具学の歴史と方法J
「民共jは渋沢敬三(1896~ 1963)による
造語であり、「我々同胞が日常生活の必要か
ら技術的に作り出した身辺卑近の道具J(r民
兵蒐集調査要 1:J 1936)と定義されてきた。
長年、横須賀市自然・人文博物館に在職し、
海-土・均一女をはじめ海村民俗研究で、多大な成
果を残し、 El本氏共学会々長や屈の文化財専
門委員など氏具研究の最前線で活躍した著者
は本書で、民兵研究の歴史を総括し、民具学
の定立を志向する。
著者は 4つの視座、第一は、 i主!の文化財保
護法下で定義づけられた民俗資料の性格、第
二は、調査蒐集の実務に関わる民俗資料の範
1mと分類、第三は、歴史民俗資料館の学芸員
による氏兵の収集・整理・展示・研究の展開、
第四は、氏#1iJi究の刊行物によるiEF発、を最
初J に提示し、民J~t.が文化財保護法の下、行政
レベルで扱われたことを評価する。一方、民
!TJJ学としての伝統は、渋沢の還暦記念出版『日
本の民具j(1958)はじめ、f民具マンスリ-L
I民兵論集jなどの刊行物に集う人々により
進められ、その結節点が日本常民文化研究所、
地域の民俗博物館であり、民具研究が「官J.
1乏Jの協働のもとに展開したことを指摘す
る。
この立場から、第一部民兵学の歴史、第二
部氏具学の方法、で各論が論じられる。第一
部で強調されるのは、民呉研究のTVi芽を、江
戸時代の事物考証や農書・随筆、明治期の
f井正五郎の土俗学に求める見解が示される
中、E.S.モースを我がi主jにおける「民兵学の
始祖」として許111i。第二部では、柳田鶴男のf北
小ifH民俗誌Jに対し『北小?il氏具誌jを提示
し、民俗学への素材提供から脱却し民具学と
して展開する論理性、科学的方法論の必要性
を、釣鈎(釣針)の全国分布を事例に自身が
提唱する鎖状連結法を中心に説明する。民兵
学のBiJ徒には、一地域の民具を民具群として
セットでとらえる総合と家から00.民族レベ
ルまで、地域の大小を間わない「比較Jが必須
であり、その比較も個々の民具の系統ではな
く構造的な比較でなければならないと提言す
る。
日本で、培われた民具研究は、可規的な物質
文化であるだけに言葉の壁を越え、国際的な
比較民俗研究の可能性をもっ分野といえ、一
読を会員諸氏にお勧めしたい。
(佐野賢治)
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